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・
水
稲
共
済
一
筆
方
式
が
廃
止
さ
れ
ま
す

・
令
和
２
年
収
入
保
険
の
支
払
金
額
は
？

● 

内 

容

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です



現
在
一
筆
方
式
に
ご
加
入
で
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方
は
「
収
入
保
険
」
へ
の
移
行
を
オ
ス
ス
メ

し
て
い
ま
す
。

「
収
入
保
険
」
は
青
色
申
告
書
を
も
と
に
農
業
収
入
の
90
％
を
補
償
す
る
保
険
で
、
対
象
事
故
の

広
さ
や
、
国
か
ら
の
補
助
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
収
入
保
険
が

オ
ス
ス
メ
な
の
か
？

補
償
の
幅
が
ア
ッ
プ
！

米
の
収
穫
量
の
70
％
を
補
償
す
る
水
稲
共
済
か

ら
、
農
業
収
入
の
90
％
を
補
償
す
る
収
入
保
険
に
変

わ
り
ま
す
。

収入保険 水稲共済
一筆方式

収
穫
量
の
70
％

農
業
収
入
の
90
％

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト 

①

自
然
災
害
以
外
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

収
入
保
険
で
は
、
水
稲
共
済
で
は
カ
バ
ー
出
来

な
か
っ
た
価
格
や
品
質
の
低
下
や
、
保
管
中
作
物
の

被
害
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
を
補
償
し
ま
す
。

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト 

②

国
か
ら
の
手
厚
い
補
助

・
掛
け
捨
て
で
あ
る
保
険
部
分
で
、
50
％

・
翌
年
に
持
ち
越
せ
る
積
立
部
分
で
、
75
％

国
が
掛
金
を
補
助
し
ま
す
。

積立金 保険料

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト 

③

収
入
保
険
に
ご
移
行
く
だ
さ
い

一
筆
方
式
加
入
者
で

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方
へ

品質の低下

コロナで取引先が倒産

国の手厚い補助！

Ｐ7

収
入
保
険
の

詳
細
は

国 

75
％

国 

50
％

農
業
者 

50
％

農
業
者 

25
％

現
在
多
く
の
方
が
ご
加
入
の
一
筆
方
式
は
令
和
４
年
産
か
ら
廃
止

さ
れ
ま
す
。

「
収
入
保
険
」、「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」、「
全
相
殺
方
式
」へ
の
ご

移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

青色申告を行っている方

「収入保険」
がオススメ

今まで一筆方式に加入していて
青色申告を行っていない方

「地域インデックス方式」
がオススメ

ＪＡ等で概ね全量の収穫実績を
確認できる方

「全相殺方式」
がオススメ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
大
事
な
お
知
ら
せ

来
年
産
か
ら

さ
れ
ま
す
！

水
稲
共
済
一
筆
方
式
が
廃
止

制
度
改
正
の
背
景

平
成
30
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
農
業
保
険
法
に

よ
り
、
令
和
元
年
産
か
ら
令
和
３
年
産
の
間
に
一
筆
方
式

を
廃
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お

い
た
で
は
、
加
入
者
の
大
多
数
が
一
筆
方
式
に
ご
加
入
頂

い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
期
限
で
あ
る
令
和
３
年
産
ま
で

一
筆
方
式
を
継
続
し
て
ご
加
入
頂
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
農
家
に
よ
る
損
害
評
価
や
実
測
に

よ
る
査
定
方
式
な
ど
を
将
来
に
向
け
て
継
続
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
補
償
の
範
囲
が
広
い
収
入

保
険
制
度
や
、
第
３
者
か
ら
見
て
わ
か
り
や
す
い
評
価
方

法
の
全
相
殺
方
式
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
に
あ
っ
た
補

償
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
　

● 

水
稲
共
済

● 

水
稲
共
済
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● 

特
集

西
日
本
有
数
の
ブ
ド
ウ
産
地
で
あ
る
宇
佐
市
安
心
院
町
。

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
農
産
物

の
生
産
・
加
工
・
販
売
と
い
っ
た
「
６
次
産
業
」
を
行
い
な

が
ら
、
農
業
や
農
村
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
２
０
１
２
年
に
若

手
生
産
者
７
名
が
設
立
し
た
会
社
。
２
０
１
４
年
に
は
耕
作

放
棄
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
畑
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
現
在
で
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

複
数
品
種
の
ブ
ド
ウ
を
生
産
す
る
農
地
へ
と
再
生
さ
せ
た
。

生
産
し
た
ブ
ド
ウ
は
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
や
海
外
へ
の
直
接
出
荷
で
販
売
し
て
お
り
、
香
港
の
市

場
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。

 

２
０
２
０
年
か
ら
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
」

に
「
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
ね
る
」
を
開
設
。
農

作
業
風
景
や
、
農
家
の
日
常
の
一
コ
マ
を
動
画
と
し
て
毎
日

投
稿
。
登
録
者
数
は
１
万
人
を
突
破
し
、
記
念
に
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
を
利
用
し
た
焼
き
菓
子
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

農
の
未
来
を
見
る

〜
次
世
代
を
見
越
し
て

　
　イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
農
家
を
紹
介
〜

宮田 宗武さん（46） 安部 元昭さん（39）

加
工
品
を
商
品
展
開

「
安
心
院
の
ブ
ド
ウ
産
地
を
守
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
安
部
さ
ん
。
ド
リ
ー
ム

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
で
は
、「
産
地
が
干
さ
れ

る
前
に
ブ
ド
ウ
を
干
し
ま
し
た
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
ブ
ド
ウ
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
開
発
。Ｓ
Ａ
や
空

港
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
す
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
優
れ
た
評
価
を
受
け
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
。
他
に
も
１
０
０
％
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー

ス
や
コ
ン
ポ
ー
ト
な
ど
を
商
品
と
し
て
展
開
。
新
商

品
の
開
発
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
分
た
ち
か
ら
発
信
す
る
こ
と

同
社
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を
活

発
に
行
っ
て
お
り
、
農
園
で
は
月
に
一
度
、
交
流
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
。

宮
田
さ
ん
は
「
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て

も
大
切
。
自
分
た
ち
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
か
な

い
と〝
キ
ャ
ッ
チ
〞し
て
も
ら
え
な
い
。Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で

も
ぶ
ど
う
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
内

容
を
投
稿
す
る
こ
と
で
、
興
味
が
な
い
人
に
も
見
て

も
ら
う
機
会
が
で
き
る
」
と
話
す
。

『
ヒ
ト
』
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
等
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
同
社
。
今
年
秋
に
は
農
業
・
農
村
の
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
多
く
の
支
援
を
集
め
た
。

「
や
は
り
『
ヒ
ト
』
を
育
成
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。
情
報
発
信
す
る
の
が
得
意
な
人
も
い
れ

ば
、
園
地
で
の
作
業
が
得
意
な
人
も
い
る
。
地
域

を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
や
っ
て
い
け
ば
よ

い
方
向
に
向
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
考

え
を
持
つ
仲
間
た
ち
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

安心院の産地に自分たちが新規参入者を
引き入れたいと話す安部さん

同じ考えを持つ仲間たちを増やしたい
と話す宮田さん

株式会社
ドリームファーマーズＪＡＰＡＮ

〒８７２ー０５２１
大分県宇佐市安心院町下毛 1193-1

▼ TEL・FAX
０９７８ー５８ー３５３４

▼ HP・オンラインショップ
http://www.dreamfarmers.jp/

▼ YouTube
「ドリームファーマーズちゃんねる」

で登録者１万人を突破

株式会社 ドリームファーマーズＪＡＰＡＮ

宇佐市安心院町
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特
集

西
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再
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を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
現
在
で
は
シ
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マ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

複
数
品
種
の
ブ
ド
ウ
を
生
産
す
る
農
地
へ
と
再
生
さ
せ
た
。

生
産
し
た
ブ
ド
ウ
は
Ｊ
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を
は
じ
め
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
や
海
外
へ
の
直
接
出
荷
で
販
売
し
て
お
り
、
香
港
の
市

場
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。

 

２
０
２
０
年
か
ら
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｙｏ
ｕ
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」

に
「
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
ね
る
」
を
開
設
。
農

作
業
風
景
や
、
農
家
の
日
常
の
一
コ
マ
を
動
画
と
し
て
毎
日

投
稿
。
登
録
者
数
は
１
万
人
を
突
破
し
、
記
念
に
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
を
利
用
し
た
焼
き
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子
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
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農
の
未
来
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見
る

〜
次
世
代
を
見
越
し
て

　
　イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
農
家
を
紹
介
〜

宮田 宗武さん（46） 安部 元昭さん（39）

加
工
品
を
商
品
展
開

「
安
心
院
の
ブ
ド
ウ
産
地
を
守
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
安
部
さ
ん
。
ド
リ
ー
ム

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
で
は
、「
産
地
が
干
さ
れ

る
前
に
ブ
ド
ウ
を
干
し
ま
し
た
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
ブ
ド
ウ
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
開
発
。Ｓ
Ａ
や
空

港
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
す
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
優
れ
た
評
価
を
受
け
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
。
他
に
も
１
０
０
％
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー

ス
や
コ
ン
ポ
ー
ト
な
ど
を
商
品
と
し
て
展
開
。
新
商

品
の
開
発
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
分
た
ち
か
ら
発
信
す
る
こ
と

同
社
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を
活

発
に
行
っ
て
お
り
、
農
園
で
は
月
に
一
度
、
交
流
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
。

宮
田
さ
ん
は
「
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て

も
大
切
。
自
分
た
ち
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
か
な

い
と〝
キ
ャ
ッ
チ
〞し
て
も
ら
え
な
い
。Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で

も
ぶ
ど
う
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
内

容
を
投
稿
す
る
こ
と
で
、
興
味
が
な
い
人
に
も
見
て

も
ら
う
機
会
が
で
き
る
」
と
話
す
。

『
ヒ
ト
』
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
等
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
同
社
。
今
年
秋
に
は
農
業
・
農
村
の
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
多
く
の
支
援
を
集
め
た
。

「
や
は
り
『
ヒ
ト
』
を
育
成
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。
情
報
発
信
す
る
の
が
得
意
な
人
も
い
れ

ば
、
園
地
で
の
作
業
が
得
意
な
人
も
い
る
。
地
域

を
巻
き
込
ん
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
や
っ
て
い
け
ば
よ

い
方
向
に
向
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
考

え
を
持
つ
仲
間
た
ち
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

安心院の産地に自分たちが新規参入者を
引き入れたいと話す安部さん

同じ考えを持つ仲間たちを増やしたい
と話す宮田さん

株式会社
ドリームファーマーズＪＡＰＡＮ

〒８７２ー０５２１
大分県宇佐市安心院町下毛 1193-1

▼ TEL・FAX
０９７８ー５８ー３５３４

▼ HP・オンラインショップ
http://www.dreamfarmers.jp/

▼ YouTube
「ドリームファーマーズちゃんねる」

で登録者１万人を突破

株式会社 ドリームファーマーズＪＡＰＡＮ

宇佐市安心院町
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令
和
４
年
開
始
分
加
入
受
付
中
・
個
人
の
場
合  

令
和
３
年
12
月
末
ま
で

・
法
人
の
場
合  

事
業
開
始
月
の
前
日
ま
で

● 

収
入
保
険

（戸）

（万円） （万円）

（戸）
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収
入
保
険
を
選
択
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す

デ
ー
タ
で
見
る
収
入
保
険

大
分
県補償のしくみは？

・青色申告をもとに決定される基準収入の９割を
　下回った時に、差額の９割を補てんします。
  （最高補償の場合）

補償の対象は？
・すべての農作物を対象に、自然災害、
　価格低下の他、経営努力では避けられない
　収入減少（新型コロナウイルス等）を補償。

例／基準収入金額1,000万円、最高補償に加入した場合

過去5年の平均で基準収入を決定（1,000万円の場合）

90％

基準収入
1,000万円

減
収
５
０
０
万最

大
約
９
割
補
償

100％

保険期間
の収入

500万円

支払いの
イメージ

保険設計の
イメージ

↑
補てん

３６０万円
↓

収入保険のキホン 令和２年収入保険の支払総額

（令和３年9月末時点）

約４億8,500万円

90％

80％
積立部分

保険部分

保険料等は？

更に

保険料等が安いタイプもあります

保険料等

負担割合
（国庫補助有）

保険料8.9万円 ＋ 積立金22.5万円 ＋ 事務費2.2万円 ＝ 合計33.6万円

【保険料】

【積立金】
農業者 25％

国 75％

国 50％農業者 50％

令和3年 令和4年 令和5年

加入申請
掛金の納付

（分割可能）

保険期間
損害等で資金が

必要な場合は
つなぎ融資を利用

（無利子）

確定申告後
（3～5月）

保険金等の支払い

支払スケジュールは？

初めて収入保険に加入される方は、
収入保険と野菜価格安定制度を１年間同時利用することができます。

前年比
1.6 倍

加入者は初年度から
1.5倍に増加しています。

【加入戸数】 【支払戸数】

令和２年は加入者の
2.3人に１人が
保険金等を
受け取っています。

補償総額は初年度比
1.8倍に
増加しています。

令和 2 年は
補償総額のうち
5.4％を
お支払いしています。

今年（令和3年）既に８戸に1,518万円
のつなぎ資金をお支払いしています。
これは保険期間中に被害が見込まれる
金額を先にお支払いしているものです。

令和2年の被害戸数のうち
約15％が
新型コロナの影響を受けたお支払いです。
これは金額にすると約1億4千万円になります。

■気象災害

■病虫害

■鳥獣害

■その他

■コロナ

平均すると１人あたり
112万円のお支払いです。
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● 

建
物
共
済

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

火災
大雨・豪雨

落雷
台風

暴風雨

台風
落雷

大雨・豪雨
火災

暴風雨

支払金額ランキング

お支払事例

事故件数ランキング北部支所管内
（宇佐市、中津市、豊後高田市）
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住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
に

備
え
て
い
ま
す
か
？

お
住
ま
い
の
地
域
に
多
い
事
故
は
何
で
す
か
？

　
皆
さ
ん
は
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
準
備
を
し
て
い

ま
す
か
？

　
左
上
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
で
令

和
２
年
度
に
発
生
し
た
事
故
を
ま
と
め
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で

す
。
支
払
金
額
で
は
火
災
が
大
き
い
で
す
が
、
事
故
件
数
で

は
台
風
や
落
雷
が
上
位
に
来
て
い
ま
す
。

　北部管内では、台風による、雨漏りや瓦
の欠損のご相談が多いですね。
　家の評価額と加入額の差が大きい場合
は、被害額を満額お支払いできない場合が
あるので小損害実損てん補特約を付けるこ
とをおすすめしています。

日田市

中津市 宇佐市 杵築市

別府市

日出町

津久見市

佐伯市

玖珠町

九重町

豊後大野市

豊後高田市

大
分
市

由布市

竹
田
市

臼
杵
市

国
東
市

事故件数 40件　　　台風被害

東部支所管内
（国東市、杵築市、日出町、別府市）

　昨年は国東市を中心に積雪被害が多発し
ました。
　普段は雪の降らない地域なので、被害に
遭われた方も驚いていましたね。
　雨どいのゆがみなど 14 棟に対して共済金
をお支払いしました。

支払金額 300万強　　　雪害

中西部支所管内
（日田市、玖珠町、九重町、由布市、大分市）

昨年の中西部の被害は何といっても令和２
年７月豪雨でした。

ここ数年、大分でも大雨被害が増え、中
西部管内は土地柄、増水などの被害が発生
しやすいです。自然災害に備えた総合共済
をぜひ検討ください。

支払金額 4,000万　　　水害

南部支所管内
（竹田市、豊後大野市、臼杵市、津久見市、佐伯市）

　南部管内は落雷被害が多く、県内の落
雷事故の半分を占めています。
　落雷は損害額が30万円以下の被害に
なりやすいので、小損害実損てん補特約
を付けておくと満額の共済金がでて安心
ですよ。

事故件数 39件　　　落雷

北部支所

資産共済課長
井石  和則

東部支所

主事
梅田  理菜

中西部支所

普通物件のとき
1,000万円あたり

火災共済  1棟あたり 1,100円

掛金
１年あたり 9,410円

課長補佐
三笘  昭憲

火災、落雷、破裂爆発、盗難によるき損、
物体の落下・衝突、など

損害額が30万円以下のとき、共済金を実費で支払います。

火災共済　

小損害実損てん補特約　　

南部支所

主事
豊東  奈津美

総合共済  1棟あたり 3,490円

普通物件のとき
1,000万円あたり

掛金
１年あたり 29,860円

火災共済の対象事故に加えて、
風水害、地震、噴火、津波総合共済

【事故例】

事故件数

落雷（設備の故障）

2位

落雷によりエアコンやボイラーが故障した

支払金額

大雨豪雨（浸水）

2位

【事故例】
川の増水により住宅が床上浸水した

お支払共済金例  300万円お支払共済金例  28万円

【事故例】

支払金額

火災（全焼）

1位

コンセントのホコリから発火。全焼した。

その他

お支払共済金例  13万円お支払共済金例  3,200万円

物体の衝突
【事故例】

倉庫内で作業中、
リフトがシャッターに衝突した

（ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た  

令
和
２
年
度
建
物
事
故
集
計
よ
り 

）
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（国東市、杵築市、日出町、別府市）

　昨年は国東市を中心に積雪被害が多発し
ました。
　普段は雪の降らない地域なので、被害に
遭われた方も驚いていましたね。
　雨どいのゆがみなど 14 棟に対して共済金
をお支払いしました。

支払金額 300万強　　　雪害

中西部支所管内
（日田市、玖珠町、九重町、由布市、大分市）

昨年の中西部の被害は何といっても令和２
年７月豪雨でした。

ここ数年、大分でも大雨被害が増え、中
西部管内は土地柄、増水などの被害が発生
しやすいです。自然災害に備えた総合共済
をぜひ検討ください。

支払金額 4,000万　　　水害

南部支所管内
（竹田市、豊後大野市、臼杵市、津久見市、佐伯市）

　南部管内は落雷被害が多く、県内の落
雷事故の半分を占めています。
　落雷は損害額が30万円以下の被害に
なりやすいので、小損害実損てん補特約
を付けておくと満額の共済金がでて安心
ですよ。

事故件数 39件　　　落雷

北部支所

資産共済課長
井石  和則

東部支所

主事
梅田  理菜

中西部支所

普通物件のとき
1,000万円あたり

火災共済  1棟あたり 1,100円

掛金
１年あたり 9,410円

課長補佐
三笘  昭憲

火災、落雷、破裂爆発、盗難によるき損、
物体の落下・衝突、など

損害額が30万円以下のとき、共済金を実費で支払います。

火災共済　

小損害実損てん補特約　　

南部支所

主事
豊東  奈津美

総合共済  1棟あたり 3,490円

普通物件のとき
1,000万円あたり

掛金
１年あたり 29,860円

火災共済の対象事故に加えて、
風水害、地震、噴火、津波総合共済

【事故例】

事故件数

落雷（設備の故障）

2位

落雷によりエアコンやボイラーが故障した

支払金額

大雨豪雨（浸水）

2位

【事故例】
川の増水により住宅が床上浸水した

お支払共済金例  300万円お支払共済金例  28万円

【事故例】

支払金額

火災（全焼）

1位

コンセントのホコリから発火。全焼した。

その他

お支払共済金例  13万円お支払共済金例  3,200万円

物体の衝突
【事故例】

倉庫内で作業中、
リフトがシャッターに衝突した

（ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た  

令
和
２
年
度
建
物
事
故
集
計
よ
り 

）
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
改
善
し
よ
う

 

　
痔
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
便
秘
や
下
痢
は
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
で
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

 

長
時
間
同
じ
姿
勢
を
続
け
な
い
：
長
時
間
、
座
り
っ
ぱ

な
し
や
立
ち
っ
ぱ
な
し
と
い
う
状
態
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

 

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
：
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、

免
疫
力
が
落
ち
、
痔
が
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

 

適
度
な
運
動
を
す
る
：
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ
だ
け

で
な
く
、
腸
の
動
き
を
活
発
に
し
て
排
便
を
促
す
効
果

が
あ
り
ま
す
。

 

冷
え
に
注
意
す
る
：
体
が
冷
え
る
と
、
肛
門
の
筋
肉
が

緊
張
し
た
り
、
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
て
痔
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

 

食
物
繊
維
を
し
っ
か
り
摂
る
：
野
菜
や
い
も
類
、
豆
類
、

海
藻
類
、き
の
こ
類
、ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
に
多
い
で
す
。

 

朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
：
朝
、
空
の
胃
の
中
に
食
べ

物
が
入
る
と
、
腸
が
活
発
に
動
き
出
し
便
意
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

 

乳
酸
菌
を
摂
る
：
整
腸
作
用
の
あ
る
乳
酸
菌
や
乳
糖
、

オ
リ
ゴ
糖
を
積
極
的
に
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
乳
酸
飲
料
に

多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　
痔
核
や
裂
肛
の
症
状
が
軽
い
う
ち
は
、
生
活
改
善
と
あ

わ
せ
て
市
販
薬
を
使
う
の
も
１
つ
の
方
法
で
す
。

　
痔
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
症
状
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
が
、
似
た
症
状
が
現
れ
る
ほ
か
の
病
気
も
あ
る
の

で
、決
し
て
自
己
判
断
は
せ
ず
、気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

肛
門
科
や
肛
門
外
科
、
消
化
器
外
科
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

お
し
り
の
ト
ラ
ブ
ル

「
お
し
り
が
痛
い
」「
排
便
時

に
出
血
す
る
」な
ど
の
お
し
り

の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

「
痔
」と
は
、肛
門
や
そ
の
周
囲

に
生
じ
る
病
気
の
総
称
で
、日
本

人
の
３
人
に
１
人
が
持
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、身
近
な

病
気
で
す
。ま
ず
は
自
分
の
痔
の

原
因
を
知
っ
て
、生
活
習
慣
の
改

善
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
井
上 

亜
紀

直腸の下や肛門にある静脈を含めて肛門を閉じる役割をす
るクッション部分がうっ血していぼのように膨らんだもの。
直腸側のクッ
ションが 膨ら
む「 内 痔 核 」
と、肛 門 部 分
のクッションが
膨らむ「 外 痔
核」がある。

便秘やトイレ時間が長くて排便時の
いきみが強い、長時間同じ姿勢をと
る、妊娠や出産がきっかけで起こり
やすくなる。

便 秘 や下 痢 、アル
コールや辛いものの
摂り過ぎ、長時間歩
きまわることや座りっ
ぱなしのことが多い、
冷え、ストレスなど。

痛みはほとんどなく、排便時に出血
したり、肛門から脱出して気がつく
ケースが多い。肛門から脱出した時
は、異物感がある。

排便時にひどく出血しても、自然に止まるものがほとんど。止
まりにくい場合は、ティッシュなどで肛門を圧迫するように10
分ぐらい抑える。肛門部のうっ血を防いだり、清潔にするため
には、入浴や座浴でおしりを温めると良い。痛みの強い外痔核
も、入浴や使い捨てカイロなどでおしりを温めるとやわらぐ。

腫れて激しく痛むこ
とが多いが、出血は
少ない。

肛門の皮膚が切れたり裂
けた状態。

便秘などによって、硬い便
を無理に出そうとしてその
刺激で切れることが多い。
慢性的な下痢による炎症
として起こることも。便秘が
ちな女性に多く見られる。

直腸と肛門の境目（歯状線）にある小さなく
ぼみに大腸菌などが感染すると、炎症が起
こり、化膿して膿がたまる（肛門周囲膿瘍）。
この症状が繰り返されることによって、細菌
の入り口と膿が皮膚を破って流れ出る部分
まで、一本のトンネルのように貫通した状態
が「痔ろう」。

下痢やストレスによる免疫力の低下。肛門
括約筋の強い男性にやや多い傾向がある。

排便時に激しい痛みと出
血がある。排便後もしばら
く痛みが続くことも。

肛門の周囲の皮膚が腫れて痛みを伴い、と
きには熱が出ることも。痔ろうまで進むと、
膿が出て下着が汚れる。痔ろうの治療は手
術になる。

普段から生活改善に心が
け、便通を整えてできるだ
け肛門に負担をかけない
ようにする。

おしりの周囲が腫れて痛むときは、患部を
冷やす。うつぶせの姿勢で、患部にタオルを
置き、その上から冷やすと痛みがやわらぐ。
肛門の周囲から膿が出てきているときには、
排便後、座浴でおしりの周囲を清潔にする。

痔核（いぼ痔）
内痔核 外痔核

裂肛（切れ痔） 痔ろう（あな痔）

応
急
処
置

状
態

原
因

症
状

＊応急処置は、あくまでも症状が軽いうちの対処法です。症状がひどくなる前に病院を受診しましょう。

痔ろう
肛門に膿の

トンネルができる。

きれ痔（裂肛）
肛門の皮膚が切れる

いぼ痔（痛痔）
肛門にいぼができる。

内痔核と外痔核がある。

外痔核
出血はあまりないものの

痛みを感じる

内痔核
痛みはあまりないが

出血がある

痔のタイプ

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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園
芸
施
設
共
済
は
、
農
家
の
皆
様
の
声

を
反
映
し
た
内
容
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
に
も
様
々
な

制
度
改
正
が
進
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

コ
コ
が
変
わ
っ
た 

②

コ
コ
が
変
わ
っ
た 

③

棟
ご
と
に
補
償
を
選
択
可
能
に
！

従
来
は
、
保
有
す
る
す
べ
て
の
施
設
で
、
同
じ

補
償
割
合
で
し
た
が
、
棟
ご
と
に
違
う
補
償
割
合

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
標

準
の
補
償
に
追
加
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
も
棟
ご
と

に
選
択
で
き
ま
す
。

補
償
割
合
10
割
ま
で
選
択
可
能
に
！

従
来
は
補
償
割
合
が
最
大
８
割
で
し
た
が
、
補

償
割
合
を
最
大
10
割
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
オ
プ

シ
ョ
ン
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
額
１
万
円
か
ら
補
償
！

損
害
額
が
少
額
で
も
共
済
金
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
損
害
額
１
万
円
か
ら
共
済

金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

8割 8割

8割 8割

全棟同じ補償

8割 6割

8割＋オプション 7割

棟ごとに選択できる！

被害が小さくて
補償の対象にならない…

評
価
額
の
10
割
を
補
償
で
き
る
！

従来

従来

現行

従来現行

現行

オプションのおかげで補償対象に！

被害額１万円…

４
〜
８
割
で
選
択

最大補償
アップ！

他
保
険
に
加
入
し
て
い
る
棟
を

除
い
て
加
入
す
る
事
も
で
き
ま
す

も
ち
ろ
ん
棟
ご
と
に

選
択
可
能
で
す

従
来
は
損
害
額
3
万
円
以
下
の
被

害
を
補
償
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

● 

園
芸
施
設
共
済
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コ
コ
が
変
わ
っ
た
！ 

園
芸
施
設
共
済

令和４年４月１日から、共済掛金等の取り扱いは、

原則口座振替のみとなります。ご協力をお願いいたします。
※未登録の方へは、後日組合からご案内させていただきます。

コ
コ
が
変
わ
っ
た 
①

NOSAIから
口座登録のお願い
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時

に
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す
る
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の
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ラ
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で
い
ま

せ
ん
か
？

「
痔
」と
は
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門
や
そ
の
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囲

に
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病
気
の
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称
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の
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に
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が
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と
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ほ
ど
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す
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ず
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分
の
痔
の

原
因
を
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て
、生
活
習
慣
の
改
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か
ら
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ま
し
ょ
う
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
井
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亜
紀

直腸の下や肛門にある静脈を含めて肛門を閉じる役割をす
るクッション部分がうっ血していぼのように膨らんだもの。
直腸側のクッ
ションが 膨ら
む「 内 痔 核 」
と、肛 門 部 分
のクッションが
膨らむ「 外 痔
核」がある。

便秘やトイレ時間が長くて排便時の
いきみが強い、長時間同じ姿勢をと
る、妊娠や出産がきっかけで起こり
やすくなる。

便 秘 や下 痢 、アル
コールや辛いものの
摂り過ぎ、長時間歩
きまわることや座りっ
ぱなしのことが多い、
冷え、ストレスなど。

痛みはほとんどなく、排便時に出血
したり、肛門から脱出して気がつく
ケースが多い。肛門から脱出した時
は、異物感がある。

排便時にひどく出血しても、自然に止まるものがほとんど。止
まりにくい場合は、ティッシュなどで肛門を圧迫するように10
分ぐらい抑える。肛門部のうっ血を防いだり、清潔にするため
には、入浴や座浴でおしりを温めると良い。痛みの強い外痔核
も、入浴や使い捨てカイロなどでおしりを温めるとやわらぐ。

腫れて激しく痛むこ
とが多いが、出血は
少ない。

肛門の皮膚が切れたり裂
けた状態。

便秘などによって、硬い便
を無理に出そうとしてその
刺激で切れることが多い。
慢性的な下痢による炎症
として起こることも。便秘が
ちな女性に多く見られる。

直腸と肛門の境目（歯状線）にある小さなく
ぼみに大腸菌などが感染すると、炎症が起
こり、化膿して膿がたまる（肛門周囲膿瘍）。
この症状が繰り返されることによって、細菌
の入り口と膿が皮膚を破って流れ出る部分
まで、一本のトンネルのように貫通した状態
が「痔ろう」。

下痢やストレスによる免疫力の低下。肛門
括約筋の強い男性にやや多い傾向がある。

排便時に激しい痛みと出
血がある。排便後もしばら
く痛みが続くことも。

肛門の周囲の皮膚が腫れて痛みを伴い、と
きには熱が出ることも。痔ろうまで進むと、
膿が出て下着が汚れる。痔ろうの治療は手
術になる。

普段から生活改善に心が
け、便通を整えてできるだ
け肛門に負担をかけない
ようにする。

おしりの周囲が腫れて痛むときは、患部を
冷やす。うつぶせの姿勢で、患部にタオルを
置き、その上から冷やすと痛みがやわらぐ。
肛門の周囲から膿が出てきているときには、
排便後、座浴でおしりの周囲を清潔にする。

痔核（いぼ痔）
内痔核 外痔核

裂肛（切れ痔） 痔ろう（あな痔）

応
急
処
置

状
態

原
因

症
状

＊応急処置は、あくまでも症状が軽いうちの対処法です。症状がひどくなる前に病院を受診しましょう。

痔ろう
肛門に膿の

トンネルができる。

きれ痔（裂肛）
肛門の皮膚が切れる

いぼ痔（痛痔）
肛門にいぼができる。

内痔核と外痔核がある。

外痔核
出血はあまりないものの

痛みを感じる

内痔核
痛みはあまりないが

出血がある

痔のタイプ

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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園
芸
施
設
共
済
は
、
農
家
の
皆
様
の
声

を
反
映
し
た
内
容
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
に
も
様
々
な

制
度
改
正
が
進
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

コ
コ
が
変
わ
っ
た 

②

コ
コ
が
変
わ
っ
た 

③

棟
ご
と
に
補
償
を
選
択
可
能
に
！

従
来
は
、
保
有
す
る
す
べ
て
の
施
設
で
、
同
じ

補
償
割
合
で
し
た
が
、
棟
ご
と
に
違
う
補
償
割
合

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
標

準
の
補
償
に
追
加
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
も
棟
ご
と

に
選
択
で
き
ま
す
。

補
償
割
合
10
割
ま
で
選
択
可
能
に
！

従
来
は
補
償
割
合
が
最
大
８
割
で
し
た
が
、
補

償
割
合
を
最
大
10
割
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
オ
プ

シ
ョ
ン
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
額
１
万
円
か
ら
補
償
！

損
害
額
が
少
額
で
も
共
済
金
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
損
害
額
１
万
円
か
ら
共
済

金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

8割 8割

8割 8割

全棟同じ補償

8割 6割

8割＋オプション 7割

棟ごとに選択できる！

被害が小さくて
補償の対象にならない…

評
価
額
の
10
割
を
補
償
で
き
る
！

従来

従来

現行

従来現行

現行

オプションのおかげで補償対象に！

被害額１万円…

４
〜
８
割
で
選
択

最大補償
アップ！

他
保
険
に
加
入
し
て
い
る
棟
を

除
い
て
加
入
す
る
事
も
で
き
ま
す

も
ち
ろ
ん
棟
ご
と
に

選
択
可
能
で
す

従
来
は
損
害
額
3
万
円
以
下
の
被

害
を
補
償
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

● 

園
芸
施
設
共
済

10

コ
コ
が
変
わ
っ
た
！ 

園
芸
施
設
共
済

令和４年４月１日から、共済掛金等の取り扱いは、

原則口座振替のみとなります。ご協力をお願いいたします。
※未登録の方へは、後日組合からご案内させていただきます。

コ
コ
が
変
わ
っ
た 

①

NOSAIから
口座登録のお願い



増
尾 

德
彌
さ
ん
（
34
）

〈
佐
伯
市
蒲
江
〉

　
国
東
市
で
水
稲
２
５
０
ア
ー
ル
を
栽
培
す

る
厚
田
庄
治
郎
さ
ん
は
、水
稲
の
新
品
種
「
な

つ
ほ
の
か
」
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
20
歳
か
ら
お
米
を
作
っ
て
い
る
厚
田
さ
ん

は
、「
近
年
は
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
で

白
未
熟
粒
（
乳
白
米
）
が
多
く
発
生
し
て
い

た
。
他
に
も
イ
ネ
の
病
気
が
発
生
し
、
減
収

と
な
る
年
も
あ
っ
た
が
『
な
つ
ほ
の
か
』
は

品
質
も
収
量
も
『
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
』
を
上
回
る
」

と
喜
ん
で
い
ま
す
。「
担
い
手
・
後
継
者
不

足
の
話
は
よ
く
聞
く
が
、
『
な
つ
ほ
の
か
』

に
よ
り
収
量
が
増
え
て
大
分
で
お
米
を
作
り

た
い
な
と
思
う
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
」
と
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
豊
後
高
田
市
の
（
有
）
冨
貴
茶
園
で
１
年

８
ヶ
月
の
間
、
繁
殖
農
家
と
し
て
の
研
修
を

受
け
て
い
る
山
下
さ
ん
夫
妻
は
来
年
の
２
月

に
独
立
す
る
予
定
。
ま
ず
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
放
牧
地
に
10
頭
の
繁
殖
和
牛
を
導
入
し
新

規
就
農
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
生
ま
れ
た
子
牛
が
懐
い
て
く
れ
る
の
は
可

愛
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
山
下
さ
ん
。

　
以
前
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
独
立
し
た
い
思
い
と
動
物
好
き
な
２

人
の
共
通
点
か
ら
就
農
を
決
断
し
ま
し
た
。

　「
最
終
的
に
は
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
牧
地

に
繁
殖
和
牛
を
20
頭
ま
で
増
や
し
、
生
計
を

立
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

一
般
栽
培
に
先
駆
け

水
稲
新
品
種

「
な
つ
ほ
の
か
」栽
培

　「
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
イ
チ
ゴ
を

出
荷
す
る
と
き
、
農
家
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
な
あ
っ
て
心
か
ら
思
う
ん
で

す
よ
ね
」
と
話
す
の
は
、
佐
伯
市
蒲

江
の
イ
チ
ゴ
農
家
、
増
尾
德
彌
さ
ん
。

就
農
３
年
目
の
若
手
の
ホ
ー
プ
で
す
。

　
以
前
は
水
産
業
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
傍
ら
趣
味
で
家
庭
菜

園
を
す
る
ほ
ど
〝
育
て
る
〞
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
知
り
合

い
か
ら
の
声
掛
け
も
あ
り
、
も
っ
と

追
及
し
て
み
た
い
と
の
想
い
で
一
念

発
起
。
地
元
の
イ
チ
ゴ
農
家
に
弟
子

入
り
し
２
年
間
の
研
修
を
経
て
、
現

在
は
25
ア
ー
ル
の
苺
ハ
ウ
ス
を
経
営

し
て
い
ま
す
。

　「
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、

初
め
は
な
ん
で
も
自
分
ひ
と
り
で
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実

際
に
は
細
か
い
作
業
も
多
く
、
案
外

人
手
が
足
り
な
く
て
大
変
で
す
」
と

話
す
増
尾
さ
ん
。
時
に
は
家
族
総
出

で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、「
や
っ
ぱ
り
好
き
だ
か
ら
続
け
ら

れ
る
ん
で
す
。
特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
栽
培
面
積
を
倍
の
50
ア
ー
ル
に
す

る
こ
と
が
今
後
の
目
標
だ
そ
う
で
す
。

〝
育
て
る
〞

尊
重
し
愛
情
を
込
め
て

新
規
就
農
目
指
し
て

〈
豊
後
高
田
市
〉

　
　山
下 

真
也
さ
ん（
34
）

　
　
　
　

 

将
代
さ
ん（
34
）

や
ま 

し
た    

し
ん    

や

　
　
　
　
　  

ま
さ    

よ

　
　厚
田 

庄
治
郎
さ
ん（
56
）

　
　
　
　
　

  

共
済
部
長
15
年
目

あ
つ   

だ     

し
ょ
う
じ   

ろ
う

繁
殖
農
家
と
両
立

　

古
民
家
カ
フ
ェ
を
経
営

　
日
田
市
在
住
の
鷲
頭
将
治
さ
ん
（
45
）
は
、
繁
殖

牛
20
頭
を
飼
養
し
て
お
り
、
妻
の
瞳
さ
ん
（
41
）
と

古
民
家
カ
フ
ェ
「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
５
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
経
営
し
て

い
ま
す
。

　「
病
気
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
床
に
珪
藻
土
を
敷
い

て
菌
が
蔓
延
し
な
い
よ
う
環
境
に
気
を
配
っ
て
い
ま

す
」
と
将
治
さ
ん
。

　
以
前
に
繁
殖
農
家
と
し
て
経
験
は
あ
っ
た
と
い
う
鷲

頭
さ
ん
。
い
ざ
一
か
ら
始
め
る
と
、
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
多
く
、
諦
め
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
牛
が
大
好
き
な
こ
と
と
、
自
分
が
育
て
た
子
牛

が
評
価
さ
れ
た
時
の
達
成
感
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
も
う
一
度
繁
殖
農
家
を
続
け
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
や
子
供
達
も
餌
や
り
や
牛
舎
の
掃
除
を
行

い
、
家
族
み
ん
な
で
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
鷲
頭
さ
ん
の
牛
舎
で
は
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
親
牛

の
体
温
を
監
視
し
分
娩
や
発
情
の
兆
候
を
検
知
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。
現
場
に
い
な
く
て

も
牛
を
管
理
で
き
る
こ
と
で
カ
フ
ェ
と
の
両
立
を
成
功

さ
せ
て
い
ま
す
。

　「
元
々
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
購
入
し
、
各
地
方
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
、
妻
の
得
意
な
お
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー

を
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
移
動
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
、
住

ん
で
い
る
家
が
素
敵
な
古
民
家
だ
っ
た
の
で
、
発
想
を

変
え
思
い
き
っ
て
カ
フ
ェ
に
改
装
し
ま
し
た
」
と
鷲
頭

さ
ん
。

　
カ
フ
ェ
は
地
元
産
の
無
農
薬
、
自
然
農
法
の
食
材
を

利
用
し
、
で
き
る
だ
け
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
に
な
る
も
の

は
使
用
せ
ず
、
お
年
寄
り
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
桑
の
実
や
杏
な
ど
季
節
の
も
の
を
使
っ
た

酵
素
ジ
ュ
ー
ス
は
消
化
や
吸
収
を
助
け
、
美
容
や
健
康

に
良
い
こ
と
か
ら
大
変
好
評
。
よ
り
、
生
の
採
れ
た
て

の
も
の
を
提
供
す
る
た
め
、
家
族
で
野
山
に
入
り
材
料

を
採
取
し
ま
す
。

　「
い
ま
、
繁
殖
牛
と
共
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
１
頭
飼
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
牛
乳
を
活
用

し
て
新
し
い
商
品
開
発
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
お
客
さ
ん
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
牛

も
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

ICHI５MONE（イチゴーモネ）
場　　所／日田市羽田町178
営業時間／金曜日・土曜日　10：00～16：00

家
族
と
と
も
に
繁
殖
農
家
へ

ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
カ
フ
ェ
と
両
立

自
家
製
牛
乳
を
使
用
し
て
新
商
品
開
発

（
上
） 「
子
牛
は
と
て
も
か
わ

い
い
で
す
ね
」と
話
す

鷲
頭
さ
ん
夫
妻
。

（
右
） 

家
を
改
装
し
た
古
民
家

カ
フ
ェ

お
お
い
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

13

研修中の山下さん夫妻
来年２月の独立を目指す

鹿児島で開発された
「なつほのか」を栽培する厚田さん

“育てる”ことが
好きだと話す増尾さん
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ま
す   

お
　  

の
り    

や



増
尾 
德
彌
さ
ん
（
34
）

〈
佐
伯
市
蒲
江
〉

　
国
東
市
で
水
稲
２
５
０
ア
ー
ル
を
栽
培
す

る
厚
田
庄
治
郎
さ
ん
は
、水
稲
の
新
品
種
「
な

つ
ほ
の
か
」
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
20
歳
か
ら
お
米
を
作
っ
て
い
る
厚
田
さ
ん

は
、「
近
年
は
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
で

白
未
熟
粒
（
乳
白
米
）
が
多
く
発
生
し
て
い

た
。
他
に
も
イ
ネ
の
病
気
が
発
生
し
、
減
収

と
な
る
年
も
あ
っ
た
が
『
な
つ
ほ
の
か
』
は

品
質
も
収
量
も
『
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
』
を
上
回
る
」

と
喜
ん
で
い
ま
す
。「
担
い
手
・
後
継
者
不

足
の
話
は
よ
く
聞
く
が
、
『
な
つ
ほ
の
か
』

に
よ
り
収
量
が
増
え
て
大
分
で
お
米
を
作
り

た
い
な
と
思
う
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
」
と
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
豊
後
高
田
市
の
（
有
）
冨
貴
茶
園
で
１
年

８
ヶ
月
の
間
、
繁
殖
農
家
と
し
て
の
研
修
を

受
け
て
い
る
山
下
さ
ん
夫
妻
は
来
年
の
２
月

に
独
立
す
る
予
定
。
ま
ず
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
放
牧
地
に
10
頭
の
繁
殖
和
牛
を
導
入
し
新

規
就
農
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
生
ま
れ
た
子
牛
が
懐
い
て
く
れ
る
の
は
可

愛
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
山
下
さ
ん
。

　
以
前
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
独
立
し
た
い
思
い
と
動
物
好
き
な
２

人
の
共
通
点
か
ら
就
農
を
決
断
し
ま
し
た
。

　「
最
終
的
に
は
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
牧
地

に
繁
殖
和
牛
を
20
頭
ま
で
増
や
し
、
生
計
を

立
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

一
般
栽
培
に
先
駆
け

水
稲
新
品
種

「
な
つ
ほ
の
か
」栽
培

　「
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
イ
チ
ゴ
を

出
荷
す
る
と
き
、
農
家
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
な
あ
っ
て
心
か
ら
思
う
ん
で

す
よ
ね
」
と
話
す
の
は
、
佐
伯
市
蒲

江
の
イ
チ
ゴ
農
家
、
増
尾
德
彌
さ
ん
。

就
農
３
年
目
の
若
手
の
ホ
ー
プ
で
す
。

　
以
前
は
水
産
業
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
傍
ら
趣
味
で
家
庭
菜

園
を
す
る
ほ
ど
〝
育
て
る
〞
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
知
り
合

い
か
ら
の
声
掛
け
も
あ
り
、
も
っ
と

追
及
し
て
み
た
い
と
の
想
い
で
一
念

発
起
。
地
元
の
イ
チ
ゴ
農
家
に
弟
子

入
り
し
２
年
間
の
研
修
を
経
て
、
現

在
は
25
ア
ー
ル
の
苺
ハ
ウ
ス
を
経
営

し
て
い
ま
す
。

　「
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、

初
め
は
な
ん
で
も
自
分
ひ
と
り
で
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実

際
に
は
細
か
い
作
業
も
多
く
、
案
外

人
手
が
足
り
な
く
て
大
変
で
す
」
と

話
す
増
尾
さ
ん
。
時
に
は
家
族
総
出

で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、「
や
っ
ぱ
り
好
き
だ
か
ら
続
け
ら

れ
る
ん
で
す
。
特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
栽
培
面
積
を
倍
の
50
ア
ー
ル
に
す

る
こ
と
が
今
後
の
目
標
だ
そ
う
で
す
。

〝
育
て
る
〞

尊
重
し
愛
情
を
込
め
て

新
規
就
農
目
指
し
て

〈
豊
後
高
田
市
〉

　
　山
下 

真
也
さ
ん（
34
）

　
　
　
　

 

将
代
さ
ん（
34
）

や
ま 

し
た    

し
ん    

や

　
　
　
　
　  

ま
さ    

よ

　
　厚
田 

庄
治
郎
さ
ん（
56
）

　
　
　
　
　

  

共
済
部
長
15
年
目

あ
つ   

だ     

し
ょ
う
じ   

ろ
う

繁
殖
農
家
と
両
立

　

古
民
家
カ
フ
ェ
を
経
営

　
日
田
市
在
住
の
鷲
頭
将
治
さ
ん
（
45
）
は
、
繁
殖

牛
20
頭
を
飼
養
し
て
お
り
、
妻
の
瞳
さ
ん
（
41
）
と

古
民
家
カ
フ
ェ
「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
５
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
経
営
し
て

い
ま
す
。

　「
病
気
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
床
に
珪
藻
土
を
敷
い

て
菌
が
蔓
延
し
な
い
よ
う
環
境
に
気
を
配
っ
て
い
ま

す
」
と
将
治
さ
ん
。

　
以
前
に
繁
殖
農
家
と
し
て
経
験
は
あ
っ
た
と
い
う
鷲

頭
さ
ん
。
い
ざ
一
か
ら
始
め
る
と
、
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
多
く
、
諦
め
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
牛
が
大
好
き
な
こ
と
と
、
自
分
が
育
て
た
子
牛

が
評
価
さ
れ
た
時
の
達
成
感
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
も
う
一
度
繁
殖
農
家
を
続
け
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
や
子
供
達
も
餌
や
り
や
牛
舎
の
掃
除
を
行

い
、
家
族
み
ん
な
で
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
鷲
頭
さ
ん
の
牛
舎
で
は
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
親
牛

の
体
温
を
監
視
し
分
娩
や
発
情
の
兆
候
を
検
知
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。
現
場
に
い
な
く
て

も
牛
を
管
理
で
き
る
こ
と
で
カ
フ
ェ
と
の
両
立
を
成
功

さ
せ
て
い
ま
す
。

　「
元
々
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
購
入
し
、
各
地
方
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
、
妻
の
得
意
な
お
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー

を
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
移
動
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
、
住

ん
で
い
る
家
が
素
敵
な
古
民
家
だ
っ
た
の
で
、
発
想
を

変
え
思
い
き
っ
て
カ
フ
ェ
に
改
装
し
ま
し
た
」
と
鷲
頭

さ
ん
。

　
カ
フ
ェ
は
地
元
産
の
無
農
薬
、
自
然
農
法
の
食
材
を

利
用
し
、
で
き
る
だ
け
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
に
な
る
も
の

は
使
用
せ
ず
、
お
年
寄
り
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
桑
の
実
や
杏
な
ど
季
節
の
も
の
を
使
っ
た

酵
素
ジ
ュ
ー
ス
は
消
化
や
吸
収
を
助
け
、
美
容
や
健
康

に
良
い
こ
と
か
ら
大
変
好
評
。
よ
り
、
生
の
採
れ
た
て

の
も
の
を
提
供
す
る
た
め
、
家
族
で
野
山
に
入
り
材
料

を
採
取
し
ま
す
。

　「
い
ま
、
繁
殖
牛
と
共
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
１
頭
飼
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
牛
乳
を
活
用

し
て
新
し
い
商
品
開
発
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
お
客
さ
ん
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
牛

も
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

ICHI５MONE（イチゴーモネ）
場　　所／日田市羽田町178
営業時間／金曜日・土曜日　10：00～16：00

家
族
と
と
も
に
繁
殖
農
家
へ

ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
カ
フ
ェ
と
両
立

自
家
製
牛
乳
を
使
用
し
て
新
商
品
開
発

（
上
） 「
子
牛
は
と
て
も
か
わ

い
い
で
す
ね
」と
話
す

鷲
頭
さ
ん
夫
妻
。

（
右
） 

家
を
改
装
し
た
古
民
家

カ
フ
ェ

お
お
い
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

13

研修中の山下さん夫妻
来年２月の独立を目指す

鹿児島で開発された
「なつほのか」を栽培する厚田さん

“育てる”ことが
好きだと話す増尾さん
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ま
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の
り    
や
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● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

故郷の味を届けます

中津市耶馬溪町山移3802
TEL.0979-55-2214
定休日／不定休
営業時間／11：00～14：00
宿泊料金／大人（高校生以上） １名
　　　　　素泊まり 2,000円
　　　　　１泊朝食付 2,500円
　　　　　１泊２食付 4,000円
　　　　　中学生以下はご相談ください

ほのぼの茶屋
県道28号線、中津市から玖珠町へ行く道路沿いに店を

構える「ほのぼの食堂」は、地域の食材を使った昔ながら
の家庭料理を提供する人気店です。

メニューは、ほのぼの定食（500円）のみですが、旬の
食材のごはんや季節の野菜で作った料理はボリューム満
点でお腹いっぱいになります。土日には地元でとれたジビ
エで作ったジビエカレーも食べられます。

また、弁当も販売しており、年齢に応じてメニューを考
えて作ってくれます。

お餅つきや着物の着付けができる１日１組の農泊体験
も出来るので耶馬溪に来た際は寄ってみてください。

※定休日、営業時間については各店舗にお問い合わせください。

おすすめスポット

いっちみちょくれ！
万病に効く！？臼杵の飲む温泉

六ヶ迫鉱泉
四方を山に囲まれた渓谷に、古くから飲泉による効能を期待

した湯治場としての価値が高い六ヶ迫鉱泉があります。炭酸・
塩分・鉄分などのミネラルが豊富で飲用すれば胃腸病、糖尿病
等に効く『薬水』と言われ、遠方からの利用者も多いそうです。

最初の１口はびっくりしますが飲み慣れれば病みつきになり
ますよ！

是非一度訪れてはいかがでしょうか。
六ヶ迫鉱泉水は、販売機で買います。（５リットル 100円・入

れ物は持参でお願いします）
飲泉だけではなく入浴も楽しみたいというかたは、近くにあ

る温泉旅館をご利用ください。

大分県臼杵市藤河内六ヶ迫

南部支所
資産共済課

豊東 奈津美
ぶん   どう な　   つ  　 み

看板ねこが
お出迎え!!

205

六ヶ迫鉱泉

217

● フンドーキン醤油 ● 庄司酒店

● 下ノ江小

 藤沢酒店 ●

臼杵神社 ●

下北小 ●

下ノ江駅

205

● 山移郵便局
ほのぼの茶屋

● 国保
　山移診療所

耶馬溪山移IC

● 耶馬溪ダムスポーツ公園

28

いつも
飲んでます

北部支所
資産共済課

片山 正治
かた   やま　  まさ    はる
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象三郎 さん（82）
しょうざぶろう

明江 さん（79）
あき　え

山下　正俊 さん（48）
やました　   まさとし

稜介 さん（８）
りょうすけ

俊平 さん（19）
しゅんぺい

● 山下さんファミリー
● 国東市武蔵町糸原
● 経営規模
　 ナシ　100a

DATA

● 

プ
レ
ゼ
ン
ト 【 問題 】

令和４年４月１日からNOSAIの共済掛金の取
り扱いは原則○○○○のみとなります。ご協力
をお願いいたします。

原 則 ○ ○ ○ ○

耶馬溪山移に店を構えるほのぼの茶屋とJAおお
いた中津あまねぎ生産部会がタッグを組み、商品
化した「中津あまネギみそ汁の素」をはじめ、玄
米茶、もろみ、梅干し、まぜごはんのもとなど計
５点をプレゼント。商品はすべて無添加で製造さ
れています。

応募締め切り 

2021年12月20日（月）（消印有効）

ほのぼの茶屋：中津市耶馬溪町山移3802
TEL.0979-55-2214

《応募方法》ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入
いただきお申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所　　④氏名、年齢　　⑤電話番号

《ハガキのお送り先》
〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

き
ら
り
び
と

今
月
の

　

 

表
紙
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● 

今
月
の
表
紙

クイズdeプレゼント！

「ほのぼの茶屋」から「ほのぼの茶屋セット」を

抽選で５名様にプレゼント！※ヒントは、10ページ

「
お
い
し
か
っ
た
と
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

嬉
し
い
」
と
話
す
山
下
政
俊

さ
ん
。

44
歳
の
時
に
働
い
て
い
た

会
社
を
退
職
し
、
親
の
後
を

継
い
で
ナ
シ
栽
培
を
は
じ
め

た
。
昨
年
か
ら
は
妻
の
由
希

美
さ
ん
（
47
）
も
協
力
し
夫

婦
で
ナ
シ
を
栽
培
し
て
い
る
。

「
農
業
は
自
然
が
相
手
な
の

で
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

こ
と
が
多
く
大
変
で
す
が
、

時
間
に
縛
ら
れ
ず
自
由
に
使

え
る
時
間
を
つ
く
れ
る
こ
と

が
い
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

作
業
の
合
間
、
時
間
が
空

い
た
時
に
は
、
鳥
よ
け
の
凧
を

自
作
す
る
等
の
工
夫
を
し
、

良
い
ナ
シ
を
効
率
よ
く
つ
く
れ

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が
喜

ん
で
く
れ
る
ナ
シ
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
た
。
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〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

き
ら
り
び
と

今
月
の

　

 

表
紙
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● 

今
月
の
表
紙

クイズdeプレゼント！

「ほのぼの茶屋」から「ほのぼの茶屋セット」を

抽選で５名様にプレゼント！※ヒントは、10ページ

「
お
い
し
か
っ
た
と
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

嬉
し
い
」
と
話
す
山
下
政
俊

さ
ん
。

44
歳
の
時
に
働
い
て
い
た

会
社
を
退
職
し
、
親
の
後
を

継
い
で
ナ
シ
栽
培
を
は
じ
め

た
。
昨
年
か
ら
は
妻
の
由
希

美
さ
ん
（
47
）
も
協
力
し
夫

婦
で
ナ
シ
を
栽
培
し
て
い
る
。

「
農
業
は
自
然
が
相
手
な
の

で
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

こ
と
が
多
く
大
変
で
す
が
、

時
間
に
縛
ら
れ
ず
自
由
に
使

え
る
時
間
を
つ
く
れ
る
こ
と

が
い
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

作
業
の
合
間
、
時
間
が
空

い
た
時
に
は
、
鳥
よ
け
の
凧
を

自
作
す
る
等
の
工
夫
を
し
、

良
い
ナ
シ
を
効
率
よ
く
つ
く
れ

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が
喜

ん
で
く
れ
る
ナ
シ
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
た
。



要
す
る
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
控
え

ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　
還
付
金
詐
欺
と
は
、市
役
所
の
職
員
な
ど
を
か
た
り
、「
介

護
保
険
料
の
戻
り
が
あ
り
ま
す
。後
ほ
ど
金
融
機
関
か
ら
手

続
き
の
電
話
が
あ
り
ま
す
」と
電
話
が
か
か
り
ま
す
。そ
の

後
、金
融
機
関
を
名
乗
る
も
の
か
ら「
本
日
中
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還

付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
、被
害

に
遭
っ
て
し
ま
う
手
口
で
す
。

安全
安心

地域づくり
Safe & Secure

大
分
県
警
察
本
部

生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

大
熊  

建
国  

室
長

お
お
く
ま
　
た
て
く
に

Ｑ
． 

な
ぜ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
携
帯
電
話
使
用
を

 

控
え
る
こ
と
が
特
殊
詐
欺
防
止
に

 

つ
な
が
る
の
か
？

Ａ
． 

携
帯
電
話
で
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

 

指
示
す
る
詐
欺
の
手
口
が

 

存
在
す
る
か
ら
で
す
。

● 

そ
の
詐
欺
の
手
口
と
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

　
な
ぜ
詐
欺
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
と
、犯
人
は

　「
あ
な
た（
被
害
者
）の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
む
手
続
き
」

と
言
っ
て
、実
は

　「
自
分（
犯
人
）の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
続
き
」

を
案
内
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

● 

お
金
を
受
け
取
る
は
ず
が…

。

 

な
ぜ
被
害
に
遭
う
の
か
？

● 

日
頃
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
し
な
が
ら

 

携
帯
電
話
を
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「
ス
ト
ッ
プ
！
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
携
帯
電
話
」と
は
？

ストップ！ ＡＴＭでの携帯電話

大
分
市
丹
生
の
奈
良
加
昌
子
さ
ん
は
、
切

り
花
や
鉢
物
用
の
季
節
を
彩
る
花
、
野
菜
の

苗
を
育
苗
し
て
、
県
道
38
号
線
沿
い
の
「
加

昌
子
の
店
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

20
年
程
前
、
仕
事
の
合
間
を
利
用
し
て
子

供
の
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
花
を
苗
作
り
か
ら

始
め
、
そ
の
苗
を
自
宅
で
販
売
し
た
と
こ
ろ

「
来
年
も
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

奈
良
さ
ん
の
丁
寧
な
作
業
で
作
ら

れ
る
苗
を
求
め
、
遠
方
か
ら
訪
れ
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
客
さ
ん
か
ら
は
生
育
中
の
相

談
を
よ
く
受
け
ま
す
。
自
分
の
知
識

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
お
客
さ

ん
の
体
験
談
を
参
考
に
し
た
り
、
知

ら
な
い
こ
と
な
ら
勉
強
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。『
で
き
た
野
菜
が
お

い
し
か
っ
た
よ
』
と
連
絡
が
く
る
こ

と
も
あ
り
大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
。

「
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
作

業
や
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
が
上
回
っ
て
い
ま
す

ね
。
続
け
ら
れ
る
限
り
は
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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先日実家の稲刈りを行いました。
トビイロウンカの被害を大きく受
けた昨年と比べ、被害もなく一息
ついたところです。多くの方に加入
いただいている水稲共済は、来年
から一筆方式が廃止されます。
ご自身にあった最適な補償への
移行をお願いします。

な
　
　
ら
　
　  

か
　
　
よ
　
　
こ

奈
良 

加
昌
子
さ
ん（
75
）

「NOSAI」への
ご意見・ご要望を
お寄せください

編 集 後 記

hp@nosai-oita.jp
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